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成果 

留学の成果の一部はすでに著書として出版されており、謝辞欄に松下アジアスカラシップの名を記してあ

る：Bukharan Tajik（München: Lincom GmbH. ISBN: 9783895865060. 

http://linguistlist.org/pubs/books/get-book.cfm?BookID=25058）。 

 

個別の成果としてはブハラのタジク語の、ウズベク語とタジク語の言語接触に由来しているように見え

る、未知の特徴が相当数確認されたことが挙げられる。この結果としてこれまでに確認されたことのない

タジク語方言内の文法化の例が採集された。また、すでに確認されている以上に広範な文法項目にウズベ

ク語の影響がある可能性が否定できないことが明らかとなった。前者には接語の接辞化や助動詞の接辞化

があるが、特に注目すべきは三人称単数の所有をあらわす接尾辞が名詞の複合標識として使われているこ

とである。これはこれまでにまったく報告がなかった現象であり、チュルク語とイラン語の言語接触にお

ける文法化の議論に新たな文法項目を付け加えたことになる。 

 

文法化の例以外にも、従来ブハラのタジク語には存在するとされていた母音の長短の区別が、もはや弁別

的特徴としては消滅していることが今回のフィールドワークで初めて確認された。 

 

また、ブハラ大学の、自身もブハラのタジク語話者である言語学者の Ne’matov 教授や、ブハラの基準で

はおそらくもっとも英語ができ、自身もブハラタジク語話者である Qahramon 講師の協力を得られたこと

は、まさに現地に留学しなければ不可能なことだった。彼らとは帰国後も連絡をとっており、得難いイン

フォーマントである。このようなインフォーマントや研究者との協力の可能性を開いたこともこの留学の

成果に数えることができる。 

 
（成果報告書） 

 



留学全体に関する感想 

ウズベキスタンは「ソ連崩壊後の混乱期を脱し成長を始めた」といわれる。私はソ連崩壊から間もない時期

に初めてウズベキスタンを訪れて以来、ウズベキスタンには数回の滞在経験があるが、経済成長の兆候は、

特に首都においては実感できる。しかし現在でも依然として国の前途に対する悲観は支配的で専制的な政治

に対する倦厭感も強いように感じられた。これはウズベキスタンに限った話ではないが、社会に腐敗は半ば

公然と存在し、大学においても成績や単位までが金で買え、逆に金を出さない限り低い成績しかつけない教

員の話もよく聞く。これにより、富裕層の子息は勉強をせずとも学位を得、その一方で優秀な学生でも贈賄

をしない限りは自分の能力に見合った評価を得られないという事態になる。 

現実に大学内での贈収賄が減る理由はあまりなく、逆に増える理由は多いように見受けられる。その第一が

教員や公務員一般の給料の少なさである。教員の給料は少なく、少数派である賄賂をとらない教員は、課外

の個人教授で生活費を稼ぐことで生活を成り立たせている。大学に限らず日常生活においても縁故と賄賂な

しでは多くのことは円滑に進まない。 

相当の元手を持ち、目端が利く人々は熱心に不動産投資などを行い、そうでないものはロシアや韓国への出

稼ぎなどで商売の元手を作るなどする。ソ連が存在した時の東側諸国の人々には生活の心配がないところか

ら来るのであろうのんびりしたところがあった。市場経済はこれを短期間で打ち消したように見える。全体

的に金銭欲を奨励するような社会になってきており、奨励の度合いはソ連以降時を経るに従って強まってい

るという印象を受けた。 

ウズベキスタンでは、市場経済は制限付きとはいえ起業家精神にあふれた若者に起業の機会を与え、富の追

及を可能とした。このため、ビジネス精神を持った者にとっては環境は改善されてきているといってよいよ

うだ。会計、基礎的な IT 技術、外国語などを教える学校は新設される一方で哲学、理論物理、理論言語学な

どの「金にならない」分野は衰退し続けているようだ。若者には大学生を含めて、男子は先進国への出稼ぎ

の機会、女子ではより豊かな国の人との結婚の機会を伺うものが少なくない。(もっとも後者はしぱしぱ娘を

近所に置いておきたいという親の希望と衝突する。) 

留学の感想としては、2007 年時点でのウズベキスタンの大学は金銭と関わりない用件で訪れるとかなり場違

いになる場所であるという印象を持った。 

 




